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◇樹脂窓リサイクル検討委員会の活動報告 

 
 2019 年 8 月、塩ビ工業・環境協会（VEC）は、（一社）日本サッシ協会および樹脂

サッシ工業会と協力して「樹脂窓リサイクル検討委員会」（委員長：東京大学大学院 清

家剛教授）を発足させました。三団体が一致団結して使用済み樹脂窓のリサイクルシス

テムの社会実装を目指しております。 
 
 検討委員会発足当初から 2020 年の間は、関連する団体へのヒアリング調査を行い、

樹脂窓リサイクルを実現するうえで想定される課題を抽出しました。 
 
 2021 年から 2022 年には、解体・中間処理・再生事業者のご協力を得て、小規模なが

ら使用済み樹脂窓のリサイクル実証実験に着手し、窓部品に由来する硬質 PVC 以外の異

素材を除去すれば、PVC 形材に要求される基礎物性（JIS A5558（※1）で定められた衝撃

強度など）を満たす事を確認しました。 
（※1）無可塑ポリ塩化ビニル製建具に用いる形材について規定した規格 

 
 2023 年からは、樹脂窓リサイクルシステムの社会実装に向けて、使用済み樹脂窓の回

収の仕組み作りや処理量を増やした実証実験に取り組み、今日に至っております。 
 
 国内における各種調査と実証実験を通して幾つかの課題が抽出されましたが、使用済

み樹脂窓由来の再生材活用の道筋はたちつつあると考え、本活動を広く社会に周知して

いただくために 2024 年 1 月に「樹脂窓リサイクルビジョン」を公表しました。当該ビ

ジョンにおいてリサイクル実現への方策として、①回収の仕組みづくり、②効率的なリ

サイクル技術の確立、③リサイクル・環境配慮製品の開発と普及、を挙げました。 
 
 今回のメルマガでは、②効率的なリサイクル技術の確立、について最新の活動状況を

ご紹介いたします。 
 
 実証実験にご協力をいただいている再生事業者の既存の選別設備は、磁石で鉄を除去

する磁力選別と湿式比重選別の一種であるジグ選別設備でした。ジグ選別とは、上下の

水流によって物質の比重差で生じる沈降速度差をうながして効率的に選別する設備です。

仕組みは図１をご参照ください。 
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 磁力選別では鉄などの磁性金属は除去できますがアルミなどの非磁性金属は除去できま

せん。ジグ選別では水に浮く樹脂（ポリプロピレンなど）は除去できますが PVC と同様

に沈む樹脂（ナイロンなど）の除去は困難です。つまり、樹脂窓部品由来の異素材等（異

物）が混入してしまうので、それら異物を高度に選別除去する技術が必要になります。 
 
 硬質 PVC 以外の異物としては、樹脂窓を構成する部品由来の他、使用済み樹脂窓の回

収時に混入する他の廃棄物由来、再生事業者で扱っている樹脂窓以外の廃製品由来など

の多種多様な異物の混入が想定されます。異物の種類によって選別方法が異なりますの

で、既存設備で得られた硬質 PVC フレークに混入した異物種を再生事業者によって詳細

に調査しました。その結果、小さなアルミ片やナイロンの他、軟質樹脂（軟質 PVC、ゴ

ム、シーリング材など）や軽量物（フィルムやシールなど）が合計で 5 重量%程度、混

入していることが判りました。 
 
 異物混入量の目標値を既存設備のおおよそ 1/10（約 0.5 重量%）として選別装置メー

カーにて評価実験を繰り返しました。その結果、硬質 PVC と異物との摩擦抵抗の差、帯

電特性差、分光特性差、色彩差によって不要な異物を高度に選別できることが判りまし

たので、上記選別装置で構成される生産ラインを導入することになりました（VEC のリ

サイクル支援制度もご活用いただきました）。現時点では、まだ短時間の試作ではあり

ますが、約 1 トン／時間の処理速度で異物混入率を目標の 0.5 重量%を下回るレベルに

まで到達できました。 
 
 試作はまだ始まったばかりです。今後、処理条件の適正化を図りながら連続運転時間

を延ばし、実際に窓メーカーで押出成形評価をしていただいて品質基準を設定する等、

すべきことは多々あります。樹脂窓リサイクルの社会実装の実現に向けて、関係各位と

協力して本活動を推進していきたいと思います。 
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◇ららら、プラスチック（18） 設計認定基準と気になる脱酸素剤 

元 日本プラスチック工業連盟 専務理事 岸村 小太郎 
 

 先日、プラスチック資源循環促進法に基づき、プラスチック使用製品としての「家庭

用化粧品容器」「家庭用洗浄剤容器」「清涼飲料用ペットボトル容器」、そして「文具」

に関する 4 つの認定設計基準が公表された（7/24）。 
 
 2021 年 6 月に成立し、翌 2022 年 4 月から施行されたプラスチック資源循環促進法で

は、国（主務大臣）は製造事業者等が務めるべき「環境配慮設計」に関する指針（プラ

スチック使用製品設計指針）を定め（第 7 条）、プラスチック使用製品の製造事業者等

は製品の設計について、主務大臣の認定を受けることができる（第 8 条）と定められて

いる。 
 これまでにも複数の業界団体がそれぞれの製品についての環境配慮設計のガイドライ

ンを公表しているが、プラスチック使用量の削減や、再生材の使用推進に向けた数値目

標は基本的に盛込まれていなかった。 
 
 このたび公表された認定設計基準では、プラスチックの使用量の削減目標や、再生材

やバイオマスプラスチックの使用量の目標値がきめ細かく定められ、成案を得るまでの

各業界団体において、突っ込んだ意見交換が行われたことが窺える。数値目標等の具体

的な内容は、本認定の調査機関に指定されている公益財団法人 廃棄物・3R 研究財団の

HP で詳しく紹介されている。調査機関としては同財団（東京）のほかに一般財団法人 
ボーケン品質評価機構（大阪）が指定されている。 
 上記の認定設計基準は 2026 年 1 月から施行されるが、その他のプラスチック使用製

品についても、業界の動向等を踏まえ、引き続き検討される模様。 

■随想  

高度選別プロセスによる試作の様子 PVC 再生フレークの試作品 

（写真提供：日本資源技術(株)様） 



 
 なお、認定設計基準は主管する省庁の告示として発出されているが、告示には書かれ

ていない重要なポイントもあるので注意が必要だ。 例えば、各設計認定基準ではバイオ

マスプラスチックの使用量の基準値が定められているが、マスバランス方式によるバイ

オマスプラスチックの扱いについて告示では触れられていない。しかし、廃棄物・3R 研

究財団の HP に掲載されている「申請の手引き」には、この基準値には「マスバランス

方式」によるバイオマスプラスチックも含むことが明記されている。 また、家庭用洗浄

剤容器の減量化基準では濃縮洗剤を考慮した「Job 単位」という基準が設定され、「申

請の手引き」に詳しく説明されているが、この基準も告示には出てこない。 
 認定を受けた製品については、国はグリーン購入法上の配慮をするほか、「プラスチッ

ク資源循環」の HP で公表することになっている。 
 
 家庭用洗浄剤容器の認定設計基準を見ると、リサイクル性に関する要件に「ラベル等

を分離できない場合は、ラベル等を含め単一素材とする」とある。つまり、容器本体と

同じ材質のプラスチック製ラベルの使用が推奨されている。 
 
 プラスチック製のラベルに関する私見は、本随想の連載（13）でも述べているが、使

用済み容器の選別現場ではラベルが紙なのかプラなのかの区別は難しく、せっかくプラ

製のラベルを使用していても「リサイクル不適物」として弾かれてしまう。プラ製ラベ

ルの普及を図るだけでなく、ラベルの高度な選別技術の導入が望まれる。 
 
 今回の認定設計基準とは関係ないが、ラベルのほかにもプラスチック容器包装まわり

で気になっていることがある。個包装の菓子などでは、乾燥剤や脱酸素剤が同封されて

いることが少なくないが、子供や高齢者の誤食を防ぐために、乾燥剤や脱酸素剤が個包

装の内側にしっかりと接着されているケース（写真）が最近増えている。 

 

こういった乾燥剤・脱酸素剤は選別の現場では検知されず、消費者が廃棄の際に分離し

ない限り、リサイクルを阻害する恐れがある。この点について、私が住んでいる S 市の

家庭ごみを受け入れている衛生組合に問い合わせたところ、「当組合の搬出物に関して、

リサイクラーから現段階で問題視された事例や具体的な対応要請は受けておりません」

とのことだった。ただ、これからこういった商品が増えると、問題が顕在化すると思わ

れる。今後、リサイクラーの話を聞いてみたい。 また、新たに食品容器包装の認定設計

基準を策定する際には、ぜひこの問題も視野に入れて検討されることを期待している。 
 

写真.  個包装の内面に貼られた脱酸素剤（左）と剥がされた脱酸素剤（右） 

https://www.vec.gr.jp/mag/mag_770.pdf


 さて、話は変るが、本稿でも紹介した NHK の連続テレビ小説「あんぱん」が先日最終

回を迎えた。これは、漫画家・絵本作家で詩人でもある やなせたかし氏夫妻をモデルに

したドラマだが、ずっと心に引っかかっている氏の作品と思われる
、、、、

短い詩がある。 しか

し、話が長くなるので、これは次回に紹介することとしたい。 
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